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ご挨拶

理事紹介

　今期は、都市における「みどり空間」がさまざまな分野から注目され、その役割の大きさをあらためて認識した一年でした。
2021 年の G７サミットでは、自然の損失が経済リスクを生み出すとして、NbS（Nature-based Solution：自然に根差し
た解決策）への資金増加や、「ネイチャーポジティブ」な経済を促進すべきとの議論がなされました。さらに生物多様性の
観点から2030年までに陸と海の 30％以上を保全する「30by30目標」に取り組むことが約束され、国内でもOECM（保
護地域以外で生物多様性保全に資する地域）の検討会が開催され、各界からの注目を集めています。
　またコロナ禍を経て、身近な「みどり空間」が、人々の心身の健康のために欠かせないインフラとして認知されました。
オーストラリア・ビクトリア州で始まった「ヘルシーパーク・ヘルシーピープル」運動は、国際的なムーブメントとして世界
各国に広がっています。WHO（世界保健機関）が都市緑地の効能と実践についてまとめた「Urban green spaces: a 
brief of action」は、World Urban Parksジャパンにより日本語版が作成されました。
　さらに建築・土木業界や教育・福祉・観光など、多分野からの関心が高まり、官民双方から多くのご相談をいただいています。
SDGs の 17 番目の目標にあるように、各主体が分野を超えてパートナーシップを結び、連携して課題解決に取り組むべき
時が来ています。
　大都市「東京」からの発信は、国内外の取組みに大きなインパクトを与えられます。各界でご活躍の会員のみなさまと共に、
さらに多くの「つながり＝コネクション」をつくり、実践の輪を広げていきたいと思います。どうぞこれからも、よろしくお願
いいたします。

代表理事　佐藤留美

東京農工大学農学部森林利用システム学科卒。

1997 年に NPO birth を設立、2018 年に 

Green Connection TOKYO 代表理事に就任。

「みどりの力＝グリーンインフラ」をまちづく

りに活かす様々なプロジェクトを推進。著書

に「パークマネジメントがひらくまちづくり

の未来」（共著、マルモ出版、2020）ほか。（一社）公園管理運

営士会理事、( 公財 ) 日本花の会理事、NPO 法人都市デザインワ

ークス理事、ランドスケープ経営研究会幹事、茨城県自然博物

館助言者。

代表理事 ： 佐藤 留美
NPO法人 NPO birth 事務局長

東京都出身。千葉大学園芸学部造園学科卒、

同大学大学院修士課程修了、同博士課程満期

修了。「計画白地地域を対象とした土地利用

計画の策定手法に関する研究」学位取得。住

信基礎研究所、ニッセイ基礎研究所で国土政

策等の研究に従事。（独）都市再生機構都市

デザインチームリーダー（招聘を兼務）。専門は、環境造園デザ

イン学。日本学術会議会員（環境学副委員長）国土審議会委員、

社会資本整備審議会委員、緑の都市賞、都市公園コンクール、

都市景観賞等の審査員を務める。

理事 ： 池邊 このみ
千葉大学 大学院園芸学研究院 教授

1986 年農林水産省入省、筑波大学社会工学

系助教授、学院教授、東京大学大学院新領域

創成科学研究科教授を経て、2013 年より東

京大学大学院工学系研究科教授。緑地計画学

が専門。都市の縮小・撤退や経済の停滞に伴

い都市近郊の形態と機能が大きく様変わりし

つつある中で、今後、農地や里山、公園等の緑地空間の保全整

備をどのように図っていくべきかを、様々な事例を通じて考察

している。

理事 ： 横張 真
東京大学 大学院工学系研究科 教授

大学卒業後、都市再開発を中心としたランド

スケープや街路の設計、環境アセスメントに

取り組む。近年は海外プロジェクトにも関わ

るほか、国内の民有地緑化に関する制度を研

究中。博士（社会工学）、RLA、技術士（都市

および地方計画）。

理事 ： 植田 直樹
株式会社 三菱地所設計 フェロー ランドスケープ設計室長

　東京都と区市町村が定めた「緑確保の総合的な方針」に基づき、2010 年に誕生した「東京の緑を守る将来会議」は、
2019 年より「NPO 法人 Green Connection TOKYO」として新たなスタートを切りました。今後は世界に誇る“ みどり
豊かな国際都市”TOKYOの実現を目指し、産官学民との連携によってグリーン・イノベーションを生み出してまいります。

NPO 法人 Green Connection TOKYO とは

VISION

MISSION

PROJECT

東京における〝みどり〟の力を引き出し、世界に誇る、みどり豊かな国際都市〝東京〟の実現を目指します。

気候変動や都市災害、コミュニティの再生など、東京におけるさまざまな都市問題を解決するために、産官
学民の連携によってグリーン・イノベーションを生み出し、持続可能な社会づくりに貢献します。

Green Connection TOKYO は３つの事業を軸に活動しています。

１. みどりのブランディング事業
東京のみどりのポテンシャルを引き出し、都市ブランドとしての価値を発信します

３. みどりのインキュベート事業
東京のみどりを効果的に利活用するためのコンサルティングを行います

２. みどりのプラットフォーム事業
東京のみどりに関わる組織・情報・ネットワークが集まる「場」を創出します

みどりの力 ー グリーンインフラ

みどりには、さまざまな社会課題の

解決を促す力があります。これら、

グリーンインフラの機能を活用する

ことで、持続可能な社会づくりに貢

献することができます。
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みどりのブランディング事業
Green Branding Projects

■都市におけるサスティナビリティと自然を基盤とした解決力の関係に注目し、ロンドン市で現在進行している

「ナショナルパークシティ」構想を牽引するダン・レイヴン＝エリソン氏をゲストにお招きして「都市の自然」を

活かしたまちづくりのあり方を考えるオンラインフォーラム『Green Connection Day「都市の自然‒Urban 

Nature」を活かしたまちづくり』を開催しました。ナショナルパークシティの考え方を広く発信するとともに、

Urban Nature 研究会の立ち上げを宣言する機会にもなりました。

■シティラボ東京によるポストコロナの世界の新しい価値観を探る対談「”スロー”を実感できる場所～公園が変

わるとまちが変わる !?～」に登壇し、都市における公園の価値を発信しました。若い世代の参加者が多く、GCT

の存在を広く PRする機会になりました。

■国分寺市で市民の実行委員会が主催する「ぶんぶんウォーク」の 10 周年を記念したシンポジウムに登壇し、

国分寺市のグリーンインフラの事例紹介や、地域貢献に必要な国分寺のみどりの機能について意見交換を行いま

した。注目を集めるグリーンインフラの考え方を、国分寺の未来を切り口に周知する機会となりました。

■公益社団法人土木学会関東支部の講習会プログラムに登壇し、「グリーンインフラ‒選ばれる都市の条件」と題

して、グリーンインフラを活用したまちづくりについて解説しました。

ワークショップの開催オンラインフォーラムの開催

「Green Connection Day『都市の自然 - Urban Nature』を活かしたまちづくり」
2022 年 8月 25日 ( 木 ) 15:00 ～ 17:00 ／オンライン開催

【主催】NPO 法人 Green Connection TOKYO

【共催】World Urban Parks ジャパン、（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会

【後援】東京都都市整備局、ランドスケープ経営研究会、NPC Japan Network、National Park City Foundation、Salzburg    

　　　 Global Seminar、NPO法人 NPO birth

【ゲスト】ダン・レイヴン＝エリソン氏（London National Park City 創設者）

「都市の自然（Urban Nature）」の価値に着目し、ロンドンで現在進行している「ナショナルパークシティ」構想を紹介
しながら、日本における「都市の自然」の価値等を活用したまちづくりを推進するためのきっかけを共有しました。
　はじめに、春の小川を守る会名誉会長の品田穣氏よりビデオメッセージをいただき、日本とロンドンの都市の自然
の概要、人間と都市の自然の関係性に関する人口密度視点からの分析をお話しいただきました。
次に、London National Park City 創設者のダン・レイヴン＝エリソン氏をゲストに、「What’s the National Park 
City?（ナショナルパークシティとは？）」をテーマに講演いただきました。

『ナショナルパークシティは、都市環境をより環境に優しく、健康で、自然豊かな場所にしていくことを目的としており、世界中でナショナル
パークシティを目指す人々に対してその要件や評価プロセスを示した「ジャーニーブック」を公開している。今回ジャーニーブックの日本語
版が公開された。ロンドンでは、「もしロンドンがナショナルパークシティだったら？」という呼びかけを様々な場所・対象に行い、政治家やメ
ディアなども巻き込んで多くの方に声を届けた。その結果ロンドン市長もこの活動を指示するに至った。みなさんも、「もしあなたのまち
がナショナルパークシティだったら？」を想像し、活動を起こしてほしい。』とのメッセージをいただきました。
その後のトークセッションでは、ダン氏とNPC Japan Networkメンバーをゲストに迎え、参加者からいただいたご質問に回答しました。
オンラインフォーラムには135名が参加し、アンケートでは、今後のナショナルパークシティの拡大に対する期待の声が多く聞かれた。日
本における「都市の自然」の価値等を活用したまちづくりを推進する機会となりました。

初の海外ゲス

トを招いたオ

ンラインフォ

ーラム！

シティラボ東京によるポストコロナの世界の新しい価値観を探る
連続対談の第11回目に、代表理事の佐藤がゲストとして登壇し、
建築家の西田司氏と対談しました。「スロー」をキーワードに、
パークマネジメントやグリーンインフラ事業の国内外の事例を紹
介しながら、コロナ渦を経た公園の価値の変容や、都市で今後
求められるグリーンインフラの重要性などについて解説しまし
た。内容はグラフィックレコーディングでまとめ、イベント後も広く周知することがで
きました。

ワークショップの開催

国分寺市内で行われているまちの魅力発見イベント
「ぶんぶんウォーク」の 10 周年を記念し、地域内外
で各分野を牽引するキーマンがこれからの国分寺の
未来における展望を語り合うシンポジウムが開催され
ました。第 4 回の「グリーンインフラ最前線！国分寺
の水とみどりを未来へつなごう！」に代表理事の佐藤

が登壇し、国分寺にあるグリーンインフラをテーマに、みどりを保全・活
用している事例紹介や、国分寺のみどりの機能が地域に貢献するために必
要なことは何かについて意見交換を行いました。

国分寺の

未来を

描く！

オンラインミーティングに登壇

ぶんぶんウォーク10周年記念「国分寺の未来を描くシンポジウム」
『グリーンインフラ最前線！　国分寺の水とみどりを未来へつなごう！』
2022 年 1月 25日 ( 火 ) 13：30 ～ 15：30 ／オンライン開催

【主催】ぶんぶんうぉーく実行委員会

【後援】国分寺市

ワークショップの開催対談イベントに登壇

「シティラボ東京 “スロー”を実感できる場所 ～公園が変わるとまちが変わる!?～」
2022 年 7月 6日 ( 水 ) 19：30 ～ 21：00 ／シティラボ東京・オンライン併用

【主催】シティラボ東京

都市におけ
る公園の価
値を発信

ワークショップの開催

公益社団法人土木学会関東支部の講習会プログラムに、代表理事の佐藤が講師として登壇し、「グリーンインフ
ラ‒選ばれる都市の条件」と題して、グリーンインフラを活用したまちづくりについて解説しました。

グリーンイ
ンフラの取組
みを紹介！

講演に登壇

「この国の未来の絵姿（ビッグ・ピクチャー）を考えよう」
2022 年 2月 10日 ( 木 ) 14：00 ～ 17：20 ／オンライン開催

【主催】（公社）土木学会関東支部
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会員メーリングリストを開始！ グリーンコネクションマップも更新中！

情報提供方法の拡充

会員の皆様からのご要望を受け、会員専用のメーリングリストを開始しました。会員同士が自由に情報発信や意見交換ができる場とし
て育てていく予定です。また、メーリングリストで寄せられた情報は当団体のメールマガジンや SNS で発信させていただくなど、会員
の皆様の情報発信のお手伝いをさせていただきます。ウェブサイトで展開している「グリーンコネクションマップ」では、自治体ごとの
情報に加え、東京都全体の施策に関わる情報を追加し、バージョンアップしました。

SNS のフォロワーも増加しています。今後も、ウェブサイトはもちろん、YouTube やメールマガジンなど様々なコンテンツを活用し、
東京のみどりに関する情報を発信してまいります。

「越中島地域におけるグリーンインフラ地域連携」に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 オンラインワークショップ等への協力

研究協力

江東区越中島地域における緑地の保全活用について、地域団体との連携の可能性などを検討する企業の研究事業に協力しました。
区内の環境やまちづくりに関わる団体とともに現地を視察し、オンラインでのワークショップを行い、越中島地域の公園や水辺などの利
活用の方策を共に検討することができました。また江東区役所の協力も得て、越中島公園でのマルシェに共同で出展し、多くの来場者
に越中島地域の緑地環境について情報発信することができました。GCTが協力することで、官民が連携して事業を行う土台が構築され、
今後の研究と実践の発展に貢献することができました。

グリーンコネクションマップはこちら

【協力先】清水建設株式会社技術研究所

【協力団体】NPO法人ネイチャーリーダー江東、みどりネット Koto、NPO法人マザーツリー自然学校、隅田川マルシェ実行委員会

【日程・内容】2022 年３月９日（水）オンラインワークショップ、5 月 3 日 ( 火 ) 隅田川マルシェ見学（江東区立越中島公園）、

8月 20日（土）隅田川マルシェ出展「草むら探検隊」（江東区立越中島公園）

越中島地域の現地視察 隅田川マルシェ＠越中島への出展「草むら探検隊」

第 3期の活動予定

みどりのプラットフォーム事業
Green Platform Projects

■国分寺崖線の価値を共有し、保全と活用を促進することを目的として「第 2 回はけの自然とくらしのオンライン

フォーラム」を開催しました。崖線を所有・管理する 24 団体が出席し、安全管理をテーマに専門家の崖線トークと

参加者グループディスカッションを行いました。具体的なテーマを掘り下げて議論する貴重な機会となり、国分寺崖

線の保全と活用を協働で進めるための広域連携が拡大しました。

■会員メーリングリストがスタートしました。今後会員の情報交換の場に育てていく予定です。また、ウェブサ

イトや SNS、YouTube など、多様なコンテンツを使った情報発信を継続しています。

ワークショップの開催

Green Connection Day オンラインフォーラムをきっかけとして、都市の自然（Urban Nature）について検討する研究会が新たに発
足しました。今後は、定期的な意見交換の場を持ち、その知見を広く周知する機会を作っていく予定です。

オンラインフォーラムの開催

「第 2回はけの自然とくらしのオンラインフォーラム」

ワークショップの開催研究会の発足

Urban Nature 研究会が発足

第 3期の活動予定

国分寺崖線沿いの緑所有者や管理者が集まる広域連携の場とし
て、「第 2 回はけの自然とくらしのオンラインフォーラム」を開
催しました。新規参加 5団体を含む産官学民 24団体が参加し、
「安全管理」をテーマに、ナラ枯れや高木化した樹林地の管理
方法等の問題について情報交換を行いました。フォーラムは 2
部構成とし、1 部では崖線トークとして国分寺崖線の植生、ナラ
枯れの基礎知識、都立公園での具体的な取組事例を東京農工
大学の専門家などからお話しいただきました。2 部では、崖線
の安全管理をテーマにグループディスカッションを行い、各グル
ープのまとめを全体でシェアして専門家を交えた意見交換を行
いました。終了後のアンケートでは、参加者全員が内容に満足
と回答し、今後の連携に対する多数のアイデアをいただきまし
た。国分寺崖線の保全と活用を協働で進めるための広域連携が

拡大しており、今後は参加者の意見を踏まえた現地視察などの新たな展開を検討していきます。

2022 年 1月 13日（月）13:30 ～ 16:30 ／オンライン開催

【主催】西武・武蔵野パートナーズ、NPO 法人 Green Connection TOKYO

【後援】東京都環境局、府中市

【協力】NPO法人グリーンネックレス

崖線沿いの
広域連携が
拡大！
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委員・相談等

委員・理事等

相談

ヒアリング

◇環境省 民間取組等と連携した自然環境保全（OECM）の在り方に関する検討会委員

◇国土交通省 グリーンインフラ官民連携プラットフォーム　運営委員／企画・広報部会幹事

◇国土交通省 都市公園の柔軟な管理運営のあり方に関する検討会委員

◇東京都 生物多様性地域戦略改定検討会委員

◇練馬区 緑化委員会委員

◇江東区 みどりの基本計画推進会議部会委員

◇西東京市　緑の審議会委員

◇東村山市　緑化審議会委員

◇加賀市ガーデンシティ構想推進プラン検討委員会委員

◇（公財）日本花の会 理事

◇Green Tokyo 研究会 メンバー

◇都市公園リノベーション研究会 メンバー

◇企業緑地の活用相談（杉並区内）（9/14）

◇公共施設内の緑地管理に関する相談（府中市内）（2/14）

◇東京都デジタル局・都市整備局との合同ミーティング（3/4）

◇アーバンファーマーズクラブ　指定管理・組織運営に関するコンサルティング（4/21）

◇公園緑地の利活用相談（昭島市役所）（8/9）

◇「みどりのまちづくり」活動について（東京農業大学造園科学科 学生有志）（8/23）

ワークショップの開催

ポートランド市のグリーンインフラ担当であるDawn Uchiyama 氏、東
京農業大学の福岡孝則准教授をお招きし、狭山丘陵の都立公園での取
り組みを視察いただきました。この他にも多数のお問い合わせをいただ
き、当団体が各所のコーディネートを行い、現地視察などを実施しました。

視察対応　

地域との協働によるグリーンインフラの保全活用について現地視察コーディネート
2022 年 2月 23日 ( 水 ) 10:30 ～12:00 ／狭山丘陵の都立公園（八国山緑地、狭山公園、野山北・六道山公園）

【ゲスト】Dawn Uchiyama 氏　（オレゴン州ポートランド市 環境サービス局 環境計画シニアマネージャー）/

　　　　 福岡孝則氏（東京農業大学地域環境科学部造園科学科准教授）

その他の事業
Other Projects

■今年度も、様々な委員や理事に就任させていただきました。環境省や国土交通省、東京都や各区市など幅広い組

織からお声がけいただき、みどりの施策づくりに参画しています。今後もアドボカシー活動に尽力してまいります。

■海外のグリーンインフラ関係者の現地視察コーディネートや意見交換、大会等への参加など、東京の緑の価値

を発信する取り組みを積極的に広げています。

みどりのインキュベート事業
Green Incubate Projects

■東大生態調和農学機構社会連携協議会主催のオンラインシンポジウムに登壇し、地域から愛される東大農場の

社会連携や社会貢献と有効活用のあり方、その未来像についてディスカッションしました。

■グリーンインフラ官民連携プラットフォーム「いなべ市グリーンインフラ事業」アドバイザーとして、三重県

いなべ市で、グリーンインフラに関するシンポジウムに登壇し、地域のグリーンインフラの可能性についてお話

しました。

シンポジウムへの登壇

「市民と考える東大農場・演習林の活かし方」
　　　～みんなで考えよう！広大な農と樹木の研究拠点～
2021 年 10 月 30 日 ( 土 ) 13:30 ～ 16:20 ／オンライン開催

【主催】東大生態調和農学機構社会連携協議会

【協力】多摩六都科学館

東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構がある西東京
市の田無キャンパスは、田無演習林を含めて 30 ヘクタール以上の面積に
耕地、林地、温室、見本園などが配置されています。ここは長らく「東大
農場」の名称で教育・研究の場として地域から親しまれてきました。シン
ポジウムでは、社会連携や社会貢献の観点から、農場の有効活用のあり方
について議論を深めました。第 2部のパネルディスカッションに代表理事の

佐藤が登壇し、これからの 10年で描くこの場所の未来像について語りました。

三重県いなべ市で、IGL（Inabe Green Lab.) と題し、
いなべの自然について、楽しく学ぶ・体験する・たのし
むイベントが開催されました。その一環として開催された
シンポジウムに当団体代表の佐藤が登壇し、地域のグリ
ーンインフラの重要性やみどりの中間支援組織の役割や
実例をお話ししました。いなべの皆様に対して、身近にあ

るいなべのみどり（自然資源）の可能性や価値、未来に向けて一歩を踏み出
すために今できることを考えるきっかけとなるシンポジウムとなりました。

東大農場
の未

来像をデ
ィス

カッショ
ン

シンポジウムへの登壇

いなべグリーンラボシンポジウム vol.1「みらいのみどり、いなべのはじまり」
2022 年 3月 19日 ( 土 ) 10:30 ～12:00 ／いなべ市役所 シビックコア棟２F

【主催】いなべ市、一般社団法人グリーンクリエイティブいなべ

【協力】グリーンインフラ官民連携プラットフォーム

三重でも

グリーン
イン

フラの重
要性

をPR

その他登壇・アドバイザー等

アドバイザー

登壇

◇官民連携まちなか再生推進事業エリアプラットフォーム「むさしの・ガーデン紀行連絡協議会」ア

　ドバイザー

◇グリーンインフラ官民連携プラットフォーム「いなべ市グリーンインフラ事業」アドバイザー

◇SDGs スクール「公開プレゼンテーション」テストトーク（10/16）

◇仙台ふるさとの杜再生プロジェクト勉強会講演（2/4）

◇市民活動よろず交流会「みんなで育てよう！地域の公園」講演（3/27）

◇小金井市環境楽習会公園（5/16）
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飯田 晶子
東京大学大学院 主幹研究員

GCT アドバイザーのご紹介
（五十音順）

GCTアドバイザーは、みどりを媒体としたまちづくりや、緑地の活用方法など、みどりに関わる知識や経験を持つ専門家です

町田 誠
一般財団法人公園財団常務理事、
横浜市立大学大学院客員教授、
国土交通省 PPP サポーター

三島 由樹
(株 ) フォルク代表取締役、
(一社 ) ソーシャルグリーンデザイン理事、
(一社 ) シモキタ園藝部代表理事

平田 裕之
一般社団法人コ・クリエーションデザイン
代表理事

別所 あかね
東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻 助教

竹内 智子
千葉大学大学院 園芸学研究院 准教授

田村 誠邦
明治大学 研究・知財戦略機構 特任教授

中島 満香
合同会社 swan 代表社員

中村 克之
国分寺中村農園

はけの道編集室
合同会社ニーヨリー

寺田 徹
東京大学 新領域創成科学研究科 
自然環境学専攻 准教授

Green Works
特定非営利活動法人

峯岸 祐高
株式会社 corot 代表取締役

和久 倫也
WAKUWORKS 株式会社 代表取締役

増澤 直
株式会社地域環境計画、
NPO法人地域自然情報ネットワーク

岩谷 美苗
NPO法人 樹木生態研究会 副代表理事、
樹木医、森林インストラクター

甲斐 徹郎
株式会社チームネット 代表取締役

NPO birth
特定非営利活動法人

澁澤 壽一
NPO法人共存の森ネットワーク

大塚 敦子
フォトジャーナリスト、
ノンフィクション／写真絵本作家

小野 淳
株式会社農天気 代表取締役、
NPO法人くにたち農園の会 理事長

鹿住 貴之
認定特定非営利活動法人 JUON（樹恩）
NETWORK 理事・事務局長

久保田 潤一
特定非営利活動法人 NPO birth 自然環境マネジ
メント部 部長

小谷 俊哉
一般財団法人 都市農地活用支援センター 主任研究員、
NPO 法人グリーンネックレス 代表理事

新保 奈穂美
兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科、
淡路景観園芸学校

原口 真
MS＆AD インターリスク総研 株式会社フェロ
ー、( 一社 ) いきもの共生事業推進協議会
（ABINC）副会長

2021年度決算報告書
（自2021 年 9月 1日　至 2022 年 8月 31日）

組織概要

〒188-0011 東京都西東京市田無町 3-10-9所在地

中倉 美奈子事務局長

2018 年 12 月設立

代表理事

団体名

佐藤 留美

組織構成 理事・監事 ４名 / 職員 2 名

特定非営利活動法人Green Connection TOKYO

正会員 22 名 4 団体 1 企業 / 賛助会員 18 名 2 団体 3 企業会員数

貸借対照表

【資産の部】

流動資産（現金・預金）

資産合計　                       2,287,804 

現金     　                              44,142
普通預金               　          2,195,683

固定資産（有形固定資産）
什器  備品        　                   47,979

負債合計　                                     0

【負債の部】

正味財産合計　                 2,287,804

負債及び正味財産合計        2,287,804

前期繰越正味財産           　 1,284,584
当期正味財産増減額             1,003,220

【正味財産の部】

事業費（人件費）
人件費計                                         0

人件費計                                         0

事業費（その他経費）

事業費計　                                    114,190

管理費計　                                      33,817 

印刷製本費(事業)　                  65,440 
旅費交通費(事業)                     21,070
通信運搬費(事業)　                  27,680
その他経費計　                     114,190

管理費（人件費）

管理費（その他経費）
通信運搬費                             24,090
消耗品費　                               9,727
その他経費計　                       33,817

【経常費用】

経常費用計　                     148,007

当期正味財産増減　          1,003,220

経常収益計　                    1,151,227

事業収益
事業収益　                           267,844

その他収益
受取利息　                                   12
雑収益　                              420,978

活動計算書

【経常収益】

受取会費
正会員受取会費　                  327,028
賛助会員受取会費              　 135,365

前期繰越正味財産　          1,284,584

次期繰越正味財産　          2,287,804



Green Connection TOKYOの活動は、
皆様からのご支援によって支えられています！

■年会費

正会員：総会（年一回）の議決権を持ち、団体
運営に直接ご参加いただけます。

個人・非営利団体会員 10,000 円(一口以上)
企業会員                  50,000 円(一口以上)

賛助会員：団体の活動に資金面でご支援いた
だけます。

個人・非営利団体会員   3,000 円(一口以上)
企業会員                  10,000 円(一口以上)

■Webサイトからクレジットカードでお手続き可能です。
　または、以下の口座まで直接ご送金ください

【ゆうちょ銀行もしくは郵便局で手続きする場合はこちら】

・ゆうちょ振替口座
・記号番号：10190-89818681
・口座名義：特定非営利活動法人 Green Connection TOKYO

【別の銀行等の金融機関から、ゆうちょ口座へ振込する場合はこちら】

・銀行名：ゆうちょ銀行 支店名：○一八店（ゼロイチハチ）
・口座種類：普通預金 口座番号：8981868
・口座名義：特定非営利活動法人 Green Connection TOKYO

寄付で支える

特定非営利活動法人 Green Connection TOKYO
〒188-0011 東京都西東京市田無町3-10-9 
E-mail：info@green-connection.tokyo
URL:https://green-connection.tokyo/ 

表紙写真：くにたちはたけんぼ水田（くにたち農園の会 提供）

Green Connection TOKYO パンフレット、入会申込書をお送りします
下記までご連絡ください

郵送で資料を受け取るWebサイトから申し込む

クレジットカード決済対応

会員になって支える

YouTube動画配信しています！


